【主持人】

主持人：尊敬的各位来宾，感谢您今天的光临并参与此次意义非凡的“三言舍”的活动。在活动过程中，请关闭您的手机。在今天的活动中，我们安排了中、日、英三语的同声传译，请在同声传译服务台领取耳机，并根据您的语言喜欢选择频道。其中，中文在频道1，日文在频道2，英文在频道3。下面，我将有请“外滩三号”的执行主席——睢天舒女士，为大家致开场词。
Good afternoon, ladies and gentlemen. Welcome to THREE ON THE BUND. It is our pleasure to have you here today for this very special event. Please turn off your cell phone during the Three Talk session. We’ve arranged simultaneous interpretation in Chinese, Japanese and English. Please pick up the earphone at the earphone desk, and refer to channel 1 for Chinese, channel 2 for Japanese and channel 3 for English. Without further ado, please join me to welcome the Executive Chair of THREE ON THE BUND – Ms.Diana Sui.

皆様こんにちは。本日はTHREE ON THE BUNDのイベントにお越しいただきありがとうございます。トークセッションの間は携帯電話の電源をお切りください。また本日は日本語、英語、中国語の同時通訳システムをご用意しております。インフォームデスクでイヤホンをお受け取りください。チャンネル１は中国語、チャンネル２は日本語、チャンネル３は英語となります。それではまずTHREE ON THE BUNDのExecutive ChairのDiana Suiよりご挨拶をさせていただきます。本日のイベントをどうぞお楽しみください。
【睢天舒】

尊敬的各位来宾、朋友们，大家下午好！非常欢迎来到外滩三号我们第21次的“三言舍”，这也是我们第一次有幸邀请到来自日本的主讲嘉宾。借此机缘，我们可以有机会跟日本的各界人士和社会团体做深入的沟通和交流。
三周之前在这个讲台上百事可乐的全球CEO和董事长、印度裔的Indra Nooyi女士为我们做了精彩演讲，可能大家还记忆犹新。三周以后美国麻省理工大学的第一位女校长苏珊·霍克菲尔德（Susan Hockfield）又会作客我们的“三言舍”。来自全球各地的主讲嘉宾们以他们不同的性别、种族、文化和生活经历，完美地诠释着我们一直推崇的“善举、感性、多元融合”的外滩三号理念，那就是“Philanthropy, Sensitivity, Unity in diversity”。在此我要特别感谢我的老朋友——清水敏男先生，因为他促成了此次活动。他是一位以世界为舞台的著名国际策展人，为上海带来世界级艺术家的作品和他们的观点。
同时我要着重感谢我们今天的主讲嘉宾，日本的建筑大师隈研吾先生。我是Kuma（隈）先生的粉丝，他的作品和思想令我深深地着迷和崇拜！
同时我还要感谢同济大学的伍江校长。伍老师是我们非常尊重的一位师长，曾担任过我们上海市规划局的副局长。他从不同的层次和角度在验证着，也在推动着上海这个国际化大都市的飞速发展。
最后，我要特别感谢我们这次“三言舍”的赞助人，也是我们“超空间”艺术展的赞助人，日本的骊住集团，以及骊住集团的董事长潮田先生。你们的品位和对文化与艺术的支持令我们深深地感动和赞叹！下面有请清水先生做开幕绪言。
谢谢！
（鼓掌）
【Shimizu（清水）】：
大家好。Good afternoon, ladies and gentlemen. 皆様こんにちは。今日はお忙しいところたくさんおみえになっていただき、大変恐縮しております。今上海では万国博覧会が開催されております。この万国博覧会の日本産業館に、日本のトステムとイナックスという会社が参加しております。この会社は日本で最大の住生活グループ、建材メーカーを構成する２社なんですが、その万博の記念に●上海●で展覧会を開催しようということになり、今上のフロアで今日から始まろうとしている超空間●、そちらに隈研吾さんと、イギリスなんですが●、それと日本のインダストリアルデザイナーの〓クラマタシロウ〓さん、この３名のアーティストが参加して空間に関しての展覧会をやっております。その展覧会の期間に、今ご紹介した●さんからご協力いただいて、このスリートークをすることになりました。今日は隈研吾さんとウー・チャンさんをお迎えして、上海だけではなくもっと広く、都市と建築の未来について話をしたいと思っております。この場を借りて、スポンサーになっていただいた住生活グループトステム様、イナックス様、〓アメリカンスタンダード〓、〓シャッター〓様に深くお礼申し上げます、ありがとうございます。
では最初に隈研吾さんに登場してもらいます。隈さんは建築家で、中国では大変よく知られていると思います。特に北京の郊外に作った〓竹室の家〓が大変よく知られていますが、現在中国だけでも10ヶ所くらいは現場を持っていると聞いています。今日はご自分の作品を通じて、建築というのは今後どうなっていくのか、都市というのはどうなっていくのかというのを最初にお話いただいて、次にウー・チャンさんにお話いただき、最後に私を含めて３人でトークセッションをしたいと思いますので、最後までゆっくり聴いていただければと思います。それでは隈さん、よろしくお願いします。どうぞ。

【Kuma（隈）】

今日はたくさんの人に来ていただきまして本当にありがとうございます。この展覧会のスポンサーをしていただいた、住生活グループのウシオダさんは、実は私の設計した住宅のクライアントでもありまして、●非常に親しくしている方で、そういうスポンサーのもとで、私が中国の皆さんの前で話せるというのは大変私にとっても大きな意味のあるイベントだと思っております。
今日は都市と建築の未来のお話をするんですが、私は都市も建築も、それから建築よりももっと小さなパビリオンのようなもの、今日この上の３階に展示してある〓クウキノグリップ〓と呼んでいる小さなパビリオンのようなものも、実は全部同じだと思っています。全部同じだというのは、それは結局人間のためのもの、人間を優しく守るための装置で、そういう点では小さいものも大きいものも全部同じだと思っていますし、私共が設計するときも同じ気持ちで設計しています。もうひとつ我々がいつも考えていることは、形ではなく関係をデザインしようとしているんです。やはり20世紀の建築家はいつも形のことを考えていたんですが、私は関係ということに一番関心があります。関係というのは、人間と自然との関係とか、人間と人間との関係、あるいは人間と家との関係、あるいは人間と歴史との関係、そういういろんな関係というものに我々は取り囲まれている。今回の展覧会のテーマは「in between」ですが、展覧会のキュレーションをした清水さんはは多分、ものとものとの関係ということを考えていたんじゃないかというふうに思います。前置きはそのくらいにして、今日はせっかくパワーポイントを用意してきましたので、それを使って私が考えていることを簡単にお話したいと思います。照明がもっと暗くなると良いのですが…あまり暗くなりませんね。
一番初めに私が「関係」というものを考えたのは、実はこの建物…これは建物ではなく山に見えるかもしれないけれども、キロウ山の展望台というプロジェクトです。このプロジェクトでは建物を山の中に埋めるということをやりました。この山の中に実は建築の機能が入っています。空から見るとこんなふうなことが見えます。もともと私がこの建物をデザインする前に、この白い点線のところで山の上を切ってしまっていたんですが、我々は山を元の形に戻す、戻した山の中に建築を埋めるということをやりました。３年くらい経つと木が育ってきて建築がこういうふうに緑と一体化していったわけです。これが私の一番好きな写真で、建築が自然の中に消える、建築の形が消えるということ、形が消えて関係だけが残るということがここで実現できたわけです。
次のものも建築を消すプロジェクトです。これは北上川という川の脇にある運河のミュージアムというもので、建物の半分は上に顔を出していますが、半分は川の脇の土手の中に埋もれています。左側が川で、右側が町です。ここでも我々は形をデザインしたのではなくて、川と街の関係をデザインしたわけです。これは街のほうから建物を見たものです。これは建物の一番底の部分です。
次のものは、日本の19世紀の浮世絵と呼ばれるものの中の代表的なもので、安藤広重というアーティストの作品ですが、彼の絵の書き方は中国の絵からも大きな影響を受けています。この書き方の特徴は、自然と、人間が作ったものの関係を絵の中に表現するということです。ここで雨や森、山の斜面といったものが描かれていますけれども、彼がやろうとしたことは形を表現するのではなく関係を見つめる、そういう自然の要素と人間の要素が重なりあってひとつになっているという、その関係をデザインすることでした。実はこの彼の考え方は西洋のアートに大きな影響を与えて、この作品はヴィンセント・ヴァン・ゴッホという皆さんご存知のオランダのアーティストが広重の絵をコピーしたものです。今アムステルダムのゴッホ美術館に行くと我々はこれを見ることができます。私の広重美術館という作品では、この「関係のデザイン」ということを考えました。まず材料はこの後ろの山から取れる杉の木で屋根も壁も作られています。建物の中に入ると、建物の中も地元の石や紙、もちろん後ろの山の木、そういうものだけでほとんど作られています。環境ということが今非常に世の中でテーマになっていますけれども、後ろの山から材料を取って来るということは、輸送するコスト、エネルギーがかからない、二酸化炭素を出さない。そういう意味で持続可能なデザインというふうに呼ぶことができるわけです。
次のものは土で作った建物です。これは下関という街の山の中に作った、私が見つけた倉庫なんですが、日本では土で建物を作ることは非常に少ない。土を薄く塗ることはあるんですが、土の塊で建築を作ることは日本では非常に少ない。中国ではそういうふうに土で作ることがよくあります。私も中国でたくさん土の建物を見ましたが、日本では非常に少ない。でもこの村でだけはそういうやり方で建物を作っていた。多分中国か韓国から職人が来てそのやり方を伝えたんだろうと考えられています。村ではもうみんなそのやり方を忘れてしまったんですけれども、私はそのやり方を再現したいと思いました。この建物は敷地の土で作られていますから、同じように輸送するコストがかからない、二酸化炭素も出さない。それからレンガと違いますから土を焼きません。土を焼かないということはエネルギーを使わないことです。中に入っているのは日本の重要文化財、国宝のひとつですが、12世紀にできた木の仏です。この仏は非常に大事な国宝ですが、ここでは一切機械で空調をしていません。この土が温度や湿度をコントロールするので一切機械は使っていないわけです。そういう意味でもこれは非常にエコロジカルな、持続可能な建築と言って良いわけです。
私共がルイ・ヴィトンの日本の本社として作った表参道の建物も、木で作りました。表参道というのは美しい木の並木がありますから、やはり建物は木で作りたい。でも日本の法律では木でこのような壁を作ることは非常に難しい。我々は日本政府と話し合いをして、この建物の外壁は全部スプリンクラー…スプリンクラーというのは火事になると水が出るんですね。そのようにして火事のときに木を火から守るような装置を付けました。そういうふうにして特別な許可を政府が下ろしてくれたわけです。これはその建物の内部です。
次のものは皆さんご存知の万里の長城の竹の家という建物です。私が万里の長城をすごいと思うのは、万里の長城自身が、建物が山の形をなぞっているということです。20世紀は山を造成する、造成するということは山を平らにして建物を建てるんですが、万里の長城は山をそのままにして壁を作っている。この建物も実は山をそのままにして建物を作っています。ですから建物の底、下の形が山の斜面の形になっている、まずそこに注目してほしいんです。それからもうひとつは、中国の素材を使いたかったということです。この竹は中国の代表的な素材ですし、この黒い石も中国のものです。この黒い石は故宮の黒い床を見てインスピレーションを受けて、あのような黒い床を作りたいと思ったんです。
このような「関係をデザインする」という考え方が日本、中国などのアジア以外のヨーロッパでも、私は今必要とされているのではないかと考えています。そのような考え方に基づいてコンペティションの●をして、最近私はヨーロッパでもいくつかの仕事をやり始めました。最初の仕事はフランスのブザンソンという街のプロジェクトです。これは川の●ですが、古い美しい建物が建っていました。その建物をそのままに保存して、そこに木の屋根をかけました。木でできた屋根をかけて、その上は緑化されています。ブザンソンはスイスと近いので、木は安く手に入ります。そういう木を使って建物の屋根を作り、その上に地元の草を植えて周りの風景と溶け込むような建築を作るというプロジェクトです。大きな屋根の下には音楽のコンサートホールと音楽大学、美術館が一緒になった施設があります。屋根の下で音楽の学生が演奏できるような場所が用意されています。目の前が川ですから、川の景色を見ながら気持ち良く音楽を演奏することができるわけです。
フランスのマルセイユの私共が設計している現代美術館は、地元のガラス工房が作っているリサイクルガラスという、古いガラスのくずをもう１回溶かして作ったガラスで作られています。これがそのリサイクルガラスなんですが、新しいガラスよりもこのリサイクルガラスのほうが私は好きなんです。それを使ってこの現代美術館をデザインしています。
次のものは、ハンガリーのブダペストという街の都市計画のコンペで私共が選ばれたものですが、ここではこの線路を全部埋めてしまって公園にするという提案をしました。これが駅なんですが、これはエッフェル塔のエッフェルが設計し18887年に彼が作った美しい駅です。この駅を全部地下に埋めて、地上に出ている部分は美術館として再利用するという提案です。このように線路が全部地下に埋もれています。ここは元線路だったところです。ここにドナウ川が流れているので、大きな公園と線路とドナウ川が全部緑のネットワークを作る。20世紀には鉄道、道路というものが都市の軸だったわけですが、21世紀の都市の軸は鉄道や道路ではなく緑や川になるという考え方を提案しました。
次のものはイタリアのナポリのプロジェクトです。ナポリに行ったら、ナポリの人が僕を連れて行ってくれた場所がこの石切り場でした。この石切り場は火山灰でできた〓トゥーフォ〓という石を取っているんですが、昔のナポリの建築はほとんどこのトゥーフォで作られていました。この石に種が落ちると自然に木が生えるくらい柔らかい石なんですね。この石を使って建築を作ると、こういうふうに建築中から木が生えてくる。しかもこの石は火山灰ですから断熱性能があるので、断熱材を使わなくてもこの石自身が断熱材になるという特徴を持っています。この石は柔らかいので、今ナポリの人は使わなくなってしまったんですが、私はもう１回使いたいと思って、ナポリの１つの広場の計画をしています。
次のものはスペインのグラナダという街のプロジェクトです。グラナダというのはザクロという意味なんです。ザクロは中国でも食べますよね。そのザクロの形にヒントを得て作ったオペラハウスがこの建物です。建物は柱や梁ではなく、こういう６角形の蜂の巣のような構造をしています。中は木をたくさん使って、木の温かみが感じられるような音楽ホールになっています。
次のものはパリのプロジェクトです。これは古い建物で1960年代にできた倉庫です。800メートルの長さのあるすごく有名な倉庫ですが、それを壊さないでその倉庫の上に建物を乗せるというのが我々の提案でした。その倉庫の建物は決して綺麗ではないんですが、やはり1960年代の歴史というものを大事にして、それを壊さないでその上に屋根をかけて私達の建物を屋根の下にデザインしているわけです。この下が古い倉庫で、それを壊さないで新しい建物を乗せる。そうやって古いものと新しいものの関係をデザインしているわけです。これが、古いものから新しいものを見たところです。
これもフランスの古い町、エクサンプロヴァンスという街のコンサートホールですが、ここでもやはり古い広場というものをそのまま生かして、それに建物を付け加えています。どこからが古くてどこからが新しいかというのを見極めるのが難しいのが、僕らのデザインのひとつの特徴です。
中国では、竹の家の後で僕らはいろんなプロジェクトを始めています。ひとつは北京のサンリートンのサンリートンビレッジという建物ですが、ここでは建物の間のスペース、ストリートや中庭というものを大事にしてデザインしました。ですから建物それ自体よりもその間のスペース、展覧会のタイトルではないんですがin betweenというものを大事にしてデザインしたわけです。もともと中国にはフートンですとかシゴウインという素敵な庭の内部空間があるので、建物の隙間を大事にしようというのが、この我々のサンリートンのプロジェクトのデザインコンセプトです。これは中に作ったホテルです。ここでも一番大事にしたのは、ホテルとホテルの部屋の間のin betweenのスペースです。つい先週オープンしたサンリートンソーホーといわれるプロジェクトでも、ビルの間のスペース、こういうスペースを一番大事にしました。このスペースですね。ビル自身よりもこの間をどうやって丁寧にデザインするかということがこれからは大事になってくると思います。この間の場所を、どうやって人間が歩いて楽しいスペースにするかということを考えました。
同じように都市計画、大きな都市計画、ここは西都の南の〓シンジイン〓という場所の都市計画ですが、ここでも我々が大事にしたのは間のスペースです。例えばこういうスペースに新たに水を通して、その水や道というものを大事にデザインしました。中国の道教からいろいろな考え方を学んで、気持ちの良いin betweenのスペースをデザインしようとしました。この上海の大きな川の脇が変わりつつありますけれども、水の街というのは我々はもっと、上海よりも水に近づけたい…この上海のタウンはまだ水から少し離れている感じがするんですが、もう少し水に近づける場所を作りたいというふうにシンジインでは考えました。これもその地区にある棚田、田んぼが段々状になった…中国語ではなんて言うのでしょうか、それの考え方にヒントを得た水のミュージアムです。これもシンジインのプロジェクトですが道教のミュージアム、材料は全部地元の瓦です。私は中国の瓦が大好きで、日本の瓦より中国の瓦のほうが薄いから好きなんですね。その瓦を使って建築の外壁にしました。これは、こういうものを現場で作って、瓦のディテールをチェックしているところです。
同じような考え方、やはり瓦をテーマにして雲南省の山の中でやっているプロジェクトです。これは上海のプロジェクトで、Z58というプロジェクトです。ツォンタイという会社のためにやったプロジェクトですが、ここは上海の道路、上海は道が魅力的な都市だと思います。その道の魅力を生かすために、道と建物を一体化してデザインしました。これが建物から道を見たところです。
これは北京のプロジェクトですが、北京の故宮のすぐ脇に作っているティーハウスです。材料はプラスチックを使っています。ここでは、古いものとプラスチックという新しい材料をどう調和させようか、そういうふうに考えています。こういう新しい材料も私は大変興味があって、それは新しい材料というものが逆に人間にとってとても優しい材料になり得るからなんです。古い材料と新しい材料、私はどちらも大きな可能性があると思っています。世界中でいろいろな材料を使って小さな建物を設計していまして、今回この上、３階にある建物もそういうプロジェクトのひとつです。これはいちいち説明していると一晩かかるので説明しませんが、いろいろな場所で、面白い、新しい材料で実験的な建築を作っています。
これはミラノの、積み木というおもちゃの原理で作った建築ですね。同じ原理を日本で実際の建物に使っています。こういうことを世界中でやって、私はこういうプロジェクトがやはり１つの現代の都市計画だと言えるのではないかと思います。道路を設計する、鉄道を設計するというのだけが都市計画ではなく、こういう小さいものを通じて都市の中に新しい関係を作るというのも都市計画と言って良いのではないかと思います。
これが今回３階に展示した、新しい「空気のブロック」といわれるプロジェクトです。これはETFEという材料を使って建築も椅子もテーブルも全て作っています。この材料は大きな膜構造の建物に使われているものですが、こんな小さなものをETFEで作るのは世界で初めてのことです。
最後にお見せするのは、上海で今度の９月にオープンする〓シャンシャー〓というプロジェクトです。まだ今工事中なので良い写真がないのですが、これはすごく特別な材料でできていて、布なんです。普通、布というのは２次元なんですが、これは３次元の布、要するに立体的形を作る布というものを使って計画しています。ですから立体の布なんですね。それを使って室内を設計しています。とても幻想的な、不思議な雰囲気の空間が９月にできあがると思います。
このように、私は小さいものも大きなものも同じ考え方で設計しています。それはどちらも関係というものをデザインしている。その「関係をデザインする」というのが、20世紀の形をデザインする時代と大きな違いがあると思います。20世紀の建築家は形というものを通じて世界を変えようとしましたが、私は関係というものを通じて、この世界の中にもっと豊かな関係を作り出したいと思っています。そういうことを今日この後コウ先生と清水先生と一緒にお話したいと思います。どうもありがとうございました。

【Shimizu（清水）】

隈さん、どうもありがとうございました。初期の作品から最新の作品までまとめて見ることができ、皆さんも、隈さんが何をやりたいのか、短い時間でしたが分かっていただけたかなと思います。質問などは後ほど時間を取りますのでそのときにお願いします。
次に〓トウサイ〓大学の副学長で、建築家で都市計画が●元上海市の都市計画局副局長だったウー・チャンさんに登場していただきたいと思います。ウー・チャンさんとは今から６～７年前に上海市内にたくさん彫刻を作りたいということで一緒にお仕事をしたことがあります。上海市というのは大変な勢いで変貌していますが、それをずっと長い間考え、見守り、そして実現してきた人物です。今教育に携わっていますが、常にこの上海という街を作ってきた当事者です。今日は隈さんと後ほどトークセッションをしていただきますが、最初にお話いただきたいと思います。ではウー・チャン先生、どうぞ。

【伍江】

各位下午好！非常高兴、也非常荣幸“三言舍”给我这个机会来跟各位来做一个交流。刚才Kuma（隈）做了很好的演讲，他也是我非常喜欢的建筑设计师。他的建筑设计语言最让我感到有兴趣的、对我启发最大的是他对建筑的理解。他把对新建筑的新理解说成是“负建筑”。我更愿意把他所讲的负建筑说成是正建筑。而我们看得许许多多的建筑反而是负建筑。
为什么呢？正如Kuma（隈）在他书里说的，在过去差不多几十年、上百年时间里，建筑师一直在争论建筑到底是什么。有人说建筑主要意义是它的意义；有的人说建筑主要意义是它的使用；也有人说建筑的主要意义是它艺术的创造。我非常同意Kuma（隈）的观点，实际上建筑它都是，也都不是。因为我们仅仅从一个职业的建筑师角度来看建筑的话，我们更多关心的是建筑形式塑造、建筑理念阐述、建筑价值体现，最后建筑师身份被社会认同。
但我以为，如果一个建筑师他真的是一个能够对得起时代、对得起历史的建筑师，他应该以更加宽阔的视野来看建筑。就像Kuma（隈）刚才讲的：建筑是城市的建筑，建筑是环境的建筑。我今天的话题不是谈建筑，因为跟清水先生做了沟通，我在上海规划局工作的时候，清水先生给了我很多很多的帮助，我们有着非常友好的交流。他希望我从不同的角度、从城市的角度来看我们今天身边发生的一切。所以我今天想讲的题目是“今天的城市所面临的挑战”。
为什么用这个题目呢？因为今天的中国跟世界上任何一个地方都不同。不同在什么地方呢？很多人的直觉是这个国家的发展速度太快了。发展快可以在很多很多方面表达。比如说经济指标、生活水平、我们看到的城市景色、建筑等等，这些都表明了这个国家在快速地发展。但就城市而言，它最大的意义在于它以我们人类从来没有过的速度和从来也没有过的尺度在发展，我们把它叫“城市化”。
城市化在最近几百年时间里主要动力是工业化。西方发达国家，包括后来的日本，他们在工业化的推动下所出现的城市化发展给我们带来了今天对城市的理解。在教科书里谈到什么是城市，在教科书里教学生怎么设计城市、规划城市，都是根据西方这一二百年工业化过程当中城市化进展所总结的经验和教训来写出来的。然而这样一种经验和今天中国的速度、跟今天中国的尺度是没法比的。这就给我们提了一个问题：我们这么快的城市化发展，又没有前面的经验可学，能不能保证我们发展是健康的，会不会因为我们的发展给世界带来灾难。其实这个问题很严肃。
这张图是中国一个非常小的一个城市，早在几十年前是一个很不起眼的城市。可是在短短十多年的时间里，大家可以看到：红颜色表示已经发展了，已经城市化了，绿颜色表示还是原来的原始状况——可以看到这个速度多么快。另外一张图很有意思，讲的是我们身边的另外一个城市，几千年的古都苏州。可是我们知道，仅仅在四分之一世纪以前，苏州是这样的：这是一张从卫星拍摄的照片，红颜色的部分表示已经城市化的地区。我们看一看它是以什么样的速度在发展：刚才是1986年，这是1991年，这是1996年，这是1998年，这是2002年，这是2003年。可怕不可怕？昨天晚上我看电视，有一个电影，说有人发明了一个纳米机器人，把这个机器人放出去以后，就把我们地球给毁掉了。我们的城市、土地也正在被我们人类自己以同样的方法蚕食。当然了，这个蚕食的过程既是对人类所生存的自然环境、地球自然生态的破坏活动，也是人类追求自己美好生活的过程。
世博会第一次以城市为主题。为什么？因为早在我们申办世博会时候，也就是2001年时候，当时世界一些权威组织预言，在上海2010年世博会举办之前的某一年（实际上这一年是2008年）人类将有一个划时代的标志，这就是我们人类城市人口超过50%。这个指标后来在2008年达到。50%意味着什么呢？意味着一半以上的人住在城市里，城市的好坏直接决定着整个人类生活品质的好坏，而这一代人他们所塑造城市的好坏也决定着地球一半以上的生命。所以这个意义非常大，这也是为什么世博会取“城市”为题。很可惜，世博会的题目翻译成中文的时候，叫“城市让生活更美好”。这是很大的误解，谁说城市让生活更美好？很多情况下城市让生活更糟糕。只有更好的城市，才能让生活更美好。
我们看一下在这么快的城市化发展下，中国怎么办。中国城市化从80年代开始到现在，1/4世纪的时间把中国人口的1/4从农民变成不是农民，就是我们说的城里人。接下来还会有1/4世纪、1/4的中国人口从农村走进城市。用半个世纪的时间移动了中国50%的人口——这个速度在人类历史上从来没有过。所有比较大规模的人类人口迁徙几乎都引起战争，而中国25年来改革开放是和平的。未来25年能不能继续和平，不知道，但是我们希望这样。所以能不能让中国和平地把这50%人口的城市化问题解决，是中国对世界的责任。
早在150年以前，当欧洲快速城市化时候，他们也面临着土地的压力，城市空间的压力。当时有一位德国人叫马克思。马克思先生写了很多书，其中有一个观点，他说：人类已经到了崩溃的边缘。因为那时候人类的生活质量极端地低，低到不造反不行的。当然后来他的预言没有兑现，因为人还是比较聪明的，想到了比较好的办法，使得大部分欧洲人在工业化进程中，克服了他们的问题，进入一个更加美好的生活时期。但是这里有一条大家不要忘了，当时的欧洲人有一个非常好的条件，因为在我们地球上还有两个大“A”，一个是America，一个叫Australia。今天我们没有了，我们中国人不可能把我们中国人移到别的地方去。今天的移民很多，但是不可能全部移民。中国的城市化要在中国的土地上，而且是不太富饶的土地上，把这么多人进行空间的转移。这样一个非常严肃的话题，希望我的同行们、特别是建筑师们要更多地关注。城市化的过程实际上就是建筑的过程、我们建筑师在城市化过程当中扮演的角色，更多的、不是一个个建筑作品的设计者，而是我们城市化过程的推动者。如果我们推动的力量不对的话，那可能就给我们人类带来灾难。这两张图表示：未来几十年，我们会继续以一样的速度发展着我们的城市化。这是中国城市化的第一个特色：快！快到有时候我们没法招架。
第二个很大的特色就是：中国土地和人口比例极端不适应。从小教科书说：中国地大物博——国土辽阔、资源丰富。现在我们更加清楚地认识到：中国土地大，但并不是大到可以使13亿人都可以很舒服地存活；我们国家资源也比较富饶，但是还没有富到让13亿人都很富饶地生活。比起世界的很多其他地区，我们的土地资源之缺、自然资源之缺，是极其极其突出的！这里有张表：可以看看我们中国人均可用地面积（红颜色代表中国），再看一下其他的地方。所以说，在自然资源方面，中国人实际上是一个上帝很不关照的民族，那怎么办呢？这里有两种发展模式。
一种是：无限地追求我们对美好生活的理想。每一个人都有权力追求美好生活。每个人都希望像有些国家人一样住洋房，都有前院、后院。可是那样，全世界的土地全让中国人占了也不够。所以我们是不得已挤在一起。但挤在一起并不意味着低等生活质量，并不意味着低等建筑质量。所以建筑师在中国就要回答与其他地方不同的问题。也许在有些地方，建筑师更多回答的是艺术的问题、建筑意义、建筑空间的问题。而在中国，建筑师要回答的是：怎么在更挤的土地、更挤的人口里给出一个比较好的建筑。我们没有院子、没有前院、后院、左院、右院，但是能不能不要像住在鸽子笼、火柴盒一样，能不能与自然更加接近、有更好的居住环境？这是建筑师应该回答的问题。
中国城市化的第三个特点：我们的城市化速度快、规模大。但是不充分，非常地不充分！刚才第一张图看到苏州、看到东莞，城市化的速度非常快。大量农田，大量的自然土地被人工化、被硬化，造了房子、修了马路。可是它是不是真的是一个城市呢？是不是已经城市化了呢？实际上在大部分情况下没有！这里有4张照片，两张照片反映的是城市化地区的现状，两张照片看到的是农民工的宿舍。这两张照片我有意识地放在一起。
城市照片可以看到大量新城市在建造，尤其是一片片的工业区。可是这些工业区使农民离开了农田，使土地由农业变成了非农业，变成了工业、城市，可是它们真的是城市吗？他们没有充分的城市基础设施，没有足够的城市文化、教育、娱乐设施。所有的公共服务设施在这里都极端地匮乏。他不是真的城市，住在这里的人已经不是农民了，可是也不是市民。他们是什么呢？中国有一个很奇特的词——“农民工”——这是中国当代社会问题里面最可悲的现象。他们离开土地成为工人，他们离开了农村成为了城里人，可是他们不是市民，他们没有享受城市所应该提供的福利。我想，这是中国城市化的极大问题。
下面以上海为例。上海既有失败的教训，也有很多成功的经验。至少在规划层面上，很多有识之士试图解决我刚才所提到的城市问题。上海人口增长速度非常快，但这些新增人口，不是上海的妈妈生的，上海人口的自然增长率早就是负值了。连续20年来，上海每一年以30万人口的速度在增长，这些人口是外地进来的。当然我们也欢迎外地移民，很多人都说上海越来越开放，外地人、外国人越来越多，甚至于本地的上海人都遭到排斥，对吧？内环以内讲外国话、内环外环之间讲普通话，外环以外才讲上海话，对吧？这是好事情。但不管讲什么话，这里谈到的都是在城市的中上层生活的人，而对于上海建设做出贡献，在修路、修桥的民工是基本上不被关注的。
在我们所讲的上海常住人口2000万里面，相当大一部分都是这些人。我们最近经常说买不起房子。但是报纸上说上海的户籍人口现在是1340万，上海户籍人口的户均住宅拥有量是户均3套。所以在上海住宅不是问题，涨到天价也是应该的！难道还要让这些人有第4套、第5、6套房子么？可是没有房子的人怎么办？从规划角度讲，这里面已经挤不进来了，太挤了！唯一的办法，也是很多西方发达国家不敢有，也用不着，没必要用的办法，就是大量建设新城区。中国本来城市化率就很低，到1949年为止我们国家的城市人始终没有超过10%。很多人在怀旧，说上海的40年代多美好。我不知道这个美好是不是真的。即使是真的，那也是中国极少的一部分人。那时候中国绝大多数人口跟上海的好和不好没有关系，因为他们住在农村里。而现在不一样了，现在50%的人住在城市里，城市能不能给他们提供一个好的空间？上海看来是不行了。一方面太挤，挤不进来。一方面太贵，买不起。所以必须要有新的空间。
上海的做法是什么呢？就是在规划中，尽可能地在中心城外面造新城。因为这个中心城太大，大到不能再往外蔓延了。有人问：为什么要造外环线？因为外环线是极限，不能再大了。再大的话，城市的效应就太低了，所带来的资源浪费问题、空间浪费问题、能源消耗问题、空气质量污染问题等等，都是我们无法解决的。在很多发展中国家，也有无限蔓延的城市，越蔓延越远，基础设施所不达，没有水、没有电。中国不能用这种模式。怎么办？换一个地方造新城。在上海周边设想有这样的新城：中国传统有一种居住模式非常好——并非住在大上海、大北京以外就只能住农村——可以有大城市、中城市、小城市、小城镇。现在这个方面在城市建设过程当中很多都被人忽略，一谈到城市就是大城市、中心城市；实际上很多小城市，甚至是中小城镇，对于农民离开土地后的非农化的其承载能力，比大城市要大得多，原因是因为生活成本低。
我们上海现在除了有中心城市以外，周边设想一些新城，同时在新城之间有很多很多的新镇。最近说那个地方地价又贵起来了，这是一个问题。其实这些小的郊区城镇地价不应该涨这么快，原因在哪里？现在很多人在探讨，有人说归结于政府，土地批租的钱收得太多。于是我们的城市向外蔓延，新的农业土地建设变得越来越无序（就是我前面放的那张幻灯片）越来越不受规划的控制。左边这张图是上海的一张规划图，非常理性。深绿色的部分表示绿化、生态，浅绿色的部分表示不可以建设。黄颜色的部分表示允许建设，白颜色的部分是农田。右边的图是现状，两个相差很远，远到政府都不知道是怎么回事，以至于中央政府不得不每年派一个飞机上天看一下，因为图已经不能反映真实情况。这个问题很严重！再这样下去我们就没有刚才Kuma(隈)讲的那样的生态、环境，哪里还有呢？所以必须要有对策，从更宏观的层面来讲，就是什么把土地控制住，不能乱用，要提高它的使用效率。
现在也有有识之士说，是不是把前些年失控的低效率土地进行二次、三次开发？用不着像上海中心城这么挤，但是也不能像郊区这么松。这是一种说法。还有有识之士提出来：是否在发展模式上也要动脑筋？现在中国人，特别是上海人越来越有钱，私人轿车越来越多。该不该这样？轿车是不是唯一的出行方式？汽车需要石油，现在又有能源危机。很多人说不应该这样下去了，所以要找新能源。找到了每个人都可以开车，但是我们有这么多的土地来开吗？没有。都说这个模式是美国人的模式，不好。可是美国人过得很好，因为美国的土地比我们奢侈得多。我们没那个命。那我们怎么办？必须要用我们自己的办法。实际上答案是有的，就是用更多的公共交通，便利、舒适的公共交通来解决问题。上海地铁越来越多，虽然很挤，但是还没有全完成，才400公里，将来也许要1000多公里，有可能还不够，还要造。公共交通体系比私人交通体系效率不知要高多少。你可以想象一下，如果拿汽油来算的话，坐公共汽车相当于私人轿车的效率提高20倍，坐地铁相当于提高100倍。这是上海的规划。
接下来讲一下规划里的绿化保护。我们看到一方面是好的，比如说外滩改造，很多新的公园绿地都出来了，这的确很好，上海政府也花了很多精力。但另外一方面放更大的尺度来看，离开中心城以外，自然生态被破坏的程度简直无法相信。当然，我们还有一个崇明岛，现在还没有被破坏，但是离被破坏也为时不远。怎么办？利用所有的场合、所有的机会呼吁：不要轻易地——尤其是以以前的开发模式——来开发崇明岛。崇明岛开发越少、越生态，对上海就是越大的福音。这张照片是在崇明岛拍的，我很害怕五年以后、三年以后，这些景色都没有了。
最后，我们讲生态的时候，除了自然生态以外，还有文化生态。不管任何地方，哪怕是一个居住区、社会圈，都有自己的文化认同。这个文化认同需要不断不断地沉淀。为什么我们的很多新城没有吸引力？为什么我们拍照片总喜欢站在这里拍对面，但真让游客到对面旅游人家又不去？因为旅游，既不是看山、也不是看水，看的是你的文化，你的特色。而城市在快速的发展过程当中，文化是极容易丢掉的，尤其是现在。一方面，政府改善我们的民生，增加政绩、也要提高形象，所以要不断地旧城改造。旧城改造对上海来说很得实惠，但是能不能再这样改下去？所有的历史没有了，浦西都跟浦东一样，上海还有吸引力吗？所以上海也做了些很好的事，我很自豪曾经有几年时间在上海规划局，跟很多同事一起，在上海市领导的支持下，划出了这个历史保护区。太晚了，但是亡羊补牢，永远也不太晚。上海中心城27平方公里的保护区终于被划出来了，法定地被保护起来了。说它小也不算小，是解放以前上海租界城区的1/3，说大也不算大，因为还有很多很多的老城区在这些年被拆掉了。
我们做了非常好的工作，把还有的这一点点宝贝，开始花极大的力气去保护它。上海这些被划了线的保护区里，每一个街区都有这张图，所有跟建筑业相关的人，特别是建筑师、开发商、建造单位都很敏感，看到这张图就知道是一个紧箍咒，有了这张图老房子不那么容易拆了，历史就不容易破坏。这张图里所有建筑都给了严格的定义，能不能拆，如果能拆能不能造，如果能造怎么造，造多高、造多大、造什么样子，全部有规定。我们希望今后至少在27平方公里里不要再犯过去犯过的错误。当然我们的保护目的跟博物馆不一样，把地下文物挖出来，2000年以前的，1000年以前的，弄干净，用玻璃罩起来。而城市不是文物，也不能拿玻璃罩罩起来，把里面的人都赶走。城市是活的，城市是有生命的。城市历史保护目的，是为了让这个城市的当代生活更丰富、更充裕，生活品质更高。也是为了让我们能够把前人遗产加入这一代的创造来好好地交给下一代。为了这一点，城市需要不断地更新。这个更新指的不是拆了重建，而是给这些老房子以新的生命。
有些已经被列为文物，优秀历史建筑，这种大家都没有疑问，一般不会拆。还有很多房子不是文物，也不是历史保护建筑，但它们是这个城市曾经有过的历史。退一万步来讲，即便这个建筑没有这么高的艺术，没有这么吸引人的眼球，但它还能用，这就是我们讲的可持续发展：能用尽量用。因为当你造新房子，拆旧房子就意味着在消耗能源、资源，而消耗的能源、资源不知道会不会影响到后代。我们对人类资源、生态的破坏不是破坏我们自己，是自己给自己斩草除根，除自己的根。从这个意义上讲，上海现在有很多实践很好，就是想办法把这些房子经过适当改造以后焕发出新的生命。经过适当的改造以后他就是一个很好的、新的城市经济文化增长点，既能够带来经济效益，也能带来文化效益。这样的例子很多：像原来的工业厂房、旧街坊经过了改造。我在这里希望大家和我一起呼吁，能不能从现在开始把旧城改造的路子换换方向。旧城仍然要改，要更新，但是不要这么简单。少一点推土机，多一点认认真真的修补。有很多例子，在上海的上海人和外地人肯能都很熟悉，改了以后都成为了上海的经济、文化热点、亮点，这里就不一一多说了。除了工厂以为，还有很多街坊，哪怕是极其破旧的里弄，经过改造以后也可以成为这个城市新的经济亮点、文化亮点。
最后，我要说的是：我们今天的城市改造当中，更多应该还是应该关注这个城市里的人。包括它的居民，还包括它的游客：怎么为他们提供更好的人性化空间？尤其在中国上海这样人口密度高、拥挤的地方，怎么样来营造更好的生存环境和空间？我们没有这么奢侈，没有很多自然的公园，没有这个条件。但是我们可以把很挤的环境做得好一些。外滩改造就是这样的实例。经过改造以后，原来拥挤的车行道到地下去了，空间还了回来。我想这是城市、市民所需要的。世博会开完以后，我希望世博会的主题可以真的推动中国城市化朝更加健康的方向发展！
我的演讲完了。谢谢大家！
【Shimizu（清水）】

ウー・チャン先生、どうもありがとうございました。私は2000年に上海●を上海美術館でやっていまして、その直後にウー・チャン先生と知り合いました。そのとき上海の未来像を見せていただいて、都市部分はもう〓いっぱいなので〓新しい都市を作って、それを交通システムで結ぶ、それと緑化を進めるという話に大変感銘を受けた記憶があります。すごく上海が立体的になっていく…20世紀始めに〓マックミースタンフラン〓というアメリカの都市計画建築家が、建物間を結ぶ交通システムを考えて、なかなかそれは実現しなかったんですが、やはりそういう街を作り、そこを交通システムで結ぶという考え方をウー・チャン先生から説明され感銘を受けた記憶があります。これから３人で話をするわけですが、その前に、私はアートという立場で都市にかかわっていますのでちょっとその話をして、それから３人で話をしていきたいと思います。
私はアートという立場から都市にかかわっています。今から大体20年以上前に、日本である現代美術館の館長だったんですが、そのとき、現代美術館はどこにあるものだろうか、いわゆる旧態依然とした美術館じゃないだろうと思いました。現代美術というのは常に人々と共に変化、発展していくものだからです。古いものを入れておくところにはふさわしくないだろう、と。ただ美術館の中でも、例えば今の展覧会もそうですがどんどん実験的なことがあります。もうひとつ重要なのは街の中です。街の中に現代美術をどんどん生かすべきだろうと思いました。そのときに、20年以上前ですけれども街とアートの関係を考えた●です。それ以来いろんなことを実験しておりますが、アートと街の関係は２つあるだろうと考えています。ひとつは新しい都市ができたときにどうやってアートを入れていくのか。今ウー・チャン先生もおっしゃっていましたが、都市がどんどん新しくなると古い文化というのはなくなっていく、もしくは全くのニュータウン、畑の中に都市が突然できる、そういうことが日常茶飯事ですが、そこに古いものがないと人間というのは精神的に不安定になるのではないか。そこをアートが補完できないだろうかということを考えました。もうひとつ考えたのは、今あるこの街です。エネルギッシュでいろんなことが起きているこの街、この都市の中でアートというものを使って、都市というものの作り直す、そういうことができないだろうかということを考えてきました。そのひとつの例として新しい都市、上海郊外にもたくさん、そして中国中に今新しい都市ができていますし、これはもちろん中国だけではなくて欧米でも日本でも起きている現象ですが、ある日突然、忽然と現れる都市、特に現代はコンピューターで設計されて鉄とガラスでできているような全く新しい都市に、どういうふうな人間の住めるディメンションを与えるかということになると思います。例えば〓アニシュカン●〓という、今３階で展示されているアーティストが、シカゴの全く新しくできたミレニアムプラザという広場に置いた彫刻ですけれども、これはひとつの可能性を示しているだろうと思います。どういうことかというと、全く新しい都市の中に一種得体の知れないものを置いていく、そういうことなんですけれども、私が実際にやったのは川崎市の駅前の新しい広場ですが、ひとつは歴史的な要素を使って、新しい都市に過去の歴史を思い出させるような、昔そこにあった多くの建物を彫刻にしたものです。それからこういう全く新しい形のものを都市の中にはめ込んでいくということです。これはまた別の例ですが、全く新しい都市のひとつの建物のケースでは、真ん中に人口の木を植えてその周りに人々が集まっていく、そういうことを考えました。建物のエントランスに有機的な形のものを置いて人を引きつけるとかいろんな工夫をしています。
最近は東京ミッドタウンのアートディレクションをやったんですが、この見るからに美しい鉄とガラスの建物は、建築としては美しいけれども、人間はどういう気分で歩くだろうか、と。この新しい都市に圧倒されてしまうのではないかというところで、例えばこういう形の彫刻を置くことで緊張感を和らげる、新しい都市の持っているちょっと強すぎる、重すぎる、そういうものを和らげていく、そういうことを試みた例です。また別の例で、子供が遊べる彫刻ですね。子供が遊べるというのは非常に都市のその部分が柔らかくなっていくということを示すと思いますけれども、庭園にもこういう彫刻を置くことで都市に新しい表情、奥行きを与える。これは、実は月を見るための東屋なんです。現代的な解釈ですけれども、月という自然を眺める建物を全く新しい都市に日本、もちろん中国の伝統があるわけですからそういう文化的なディメンションを与えるということです。これはまた一種●なんですが、新しい都市に日本の古いエレメントを現代的に作っていく、そういう例です。
それともうひとつは、すでにある都市をどうやって美しくしていくかということです。これは非常に有名なダニエル・グレーンというフランスのアーティストが作ったパリの例ですが、今まで駐車場だったところにこういう彫刻を作ることで街の〓エリア〓を全く変えてしまう。同じアーティストと私が日本の街でやった例は、商店街に作品を生かすことで、その商店街がバラバラだったのもひとつに統一した●です。これは上海のアーティストの〓サイコッキョウ〓と日本で一緒にやったプロジェクトですが、街の中に彫刻を置くというようなことをやっています。ショッピングセンターや公園に置くとか、最近やったのはひとつの鉄道を使ったアートプロジェクトです。これは、今まであった街をどうやって作り変えていくかということなんですけれども、電車のホームのステンドグラスは色をつけただけなんですが、今まで平凡だった風景を変えてしまう。これも普通の白い蛍光灯に色をつけるだけなんですが、みんなアーティストの仕事です。もしくは駅舎の天井全部に色を塗るとか、駅に壁画を作るとか…こういう活動で今まであった都市をどういうふうに作っていくかということで重要なことは、単に表面的に美しくするのではなく、この鉄道沿線に住んでいる人達に「自分達の街である」、そういう意識をもう一度持ってもらう、持たせる。先ほどのウー・チャン先生の話は大変に参考になったんですが、やはり都市の中に新しい住民と、中国の場合は農民がたくさん住んでいて、自分達のコミュニティだという意識がないんじゃないかと思います。日本でも多かれ少なかれそういう問題はあるわけで、人々がバラバラになってしまっているところに新しいコミュニティという考えをもう一度与えなければ、都市というのは崩壊してしまう。そのコミュニティという考えを作るのにアートというものがなんらかの役割をできる、そういうふうに考えてこの活動をやっているわけです。
都市とアートの関係ということで、３つのレベルで考えたんですが、ひとつはバードアイレベル、要するに空から見た、上から見たレベルということでは、アートというのはその都市をシンボリック、象徴的に表現する、それから見えなかった文化や歴史といったものを見せてくれるというのがひとつの役割だろうと思います。
それから２つ目の役割としてはストリートレベル、人が歩くレベルですね。そこでは人間のスケールをその都市に与える。巨大なビルが上海にもたくさん立ち並んでいますけれども、その中でじゃあ人間はどこに行ったら良いかということで、アートというものが人間の自然というものをもう一度取り戻してくれるのではないか。そして人々を安心させ、そして街にストリートレベルでの活気を与える、そういうふうに考えています。
それから３つ目が恐らく一番重要だと思うんですけれども、サイコロジカルレベルということで、心理的なレベルですね。先ほども言いましたけれども都市というのはいろいろな人が流入してきてバラバラです。でも１つの都市に住むことでみんなの生命というのは成り立っているわけですが、そのことを忘れてしまう。上海のように千数百万人いるところで、全体でというのは難しいかもしれませんが、昔のコミュニティは常に土地や何か、例えばファミリーとかがくっついていて、そういうものが現代は失われているとしたら、アートというものが擬似的に、あるテンポラリー、例えば美術館に来たときだけとか、その彫刻を見ている、そういうときだけ一種のコミュニティの感覚というのは戻ってくるのではないかと考えています。そういう、人々を心理的に結びつける、それが都市が崩壊していく危険性をストップする、そういうふうになっていけば良いなと思って現在積極的にアートを都市の中に持ち込むということをやっています。現在中国でもそういうことをやり始めていまして、中国はどんどん変貌していくときですので大変興味ある仕事ができればというふうに思っています。
最初に建築、都市ときましたのでアートということで少しご説明をしました。
　それではこれから隈研吾さんとウー・チャン先生に登壇していただいて、トークセッションに移りたいと思います。どうぞお２人、壇上に上がってください。
【Shimizu（清水）】

２人の話を聞いて、隈さんはかなり先鋭的なところで建築を作られているし都市も考えている、ウー・チャン先生は現実の中でいかに理想を実現するかということでずっとやってきているわけです。上海は中国の現実の中でもかなりシビアなところがあるんですが、隈さんも実は中国で今たくさん建築を作っているし都市にかかわる仕事もしているわけですが、ご自分の今の立ち位置、やっていることとウー・チャンさんの話された内容、どの辺に接点が出てくるでしょうか

【Kuma（隈）】

ウー・チャン先生の話を伺って、改めて中国の置かれている状況というのを整理していただいて、中国が今抱えている問題というのは、恐らく人類の歴史の中で今まで人間が体験していなかったような状況を、これから１世紀の間に中国は体験するんだろうということを改めて感じたんです。そのときには僕は、ひとつは非常に大きな目で見た計画、それは交通ということ自身を考え直すとか、都市ということ自身を定義し直すというような大きな目で見た計画がまず必要だろう、と。それと同時に建築というもの自身の考え方も、20世紀流のコンプリートの建築というのではなく、もっと人間に対して優しい建築のあり方は何かということを考え直す、建築を定義しなおすということが必要だろう、と。そして恐らくもうひとつ別の段階で、それにアートというものがどういうふうにかかわってくるか。それはアートも多分定義をし直す、今までの彫刻とかそういうものではない定義のし直しが必要だろう、その３つの点で今までの常識というものを変えていかない限りは、今中国が迎えている新しい状況に対しての答えは出せないんじゃないかということを、ウー・チャン先生のお話を伺っていて強く感じたんですね。

【伍江】

问题是非常严肃的，讲了三个层面：城市层面、建筑层面、艺术层面。对于城市来讲，刚刚隈研吾先生讲到一个交通问题。交通是城市的一方面，这里面体现了我们自己对城市将来发展，对它以后可持续发展到底关注多少。比如说交通，用公共交通来替代私人交通，效率可以提高很多，后遗症会少很多。再比如说，城市规划中，如果由于空间布局不合理，造成人们出行距离变长，也同时带来了问题，就是交通的必要性问题。交通有两种：一种就是通行交通，我要上班、下班、买东西，这是没办法的。另外一种交通是心理的：人需要运动，人需要出行的自由。如果把这个人关起来，不让他交通，他就是犯人。所以人有出行的自由。但是这两者都有效率问题。城市如果布局不合理的话，会带来很多无谓的交通。为了愉悦的交通也有必要性的问题。比如说人到了周末要渡假，如果空间组织得好，效率也会提高很多，而不是无谓地花时间在路上。不管从什么角度来讲，我们城市今天都应该要反思它的生存模式、生活模式、交通模式，来改变我们今天面临的问题。
第二个层面是建筑的层面。我很赞成Kuma(隈)讲的。这么多年来，作为一个建筑师，我认为有两个方面忽略了：首先是建筑的真实性：为什么要造建筑。除了建筑师自己给自己造的房子，充其量还有为他的爸爸、妈妈造房子，此外都是为别人造房子。如果他的服务对象不能从他的建筑里得到更好的生活品质、更愉悦的心情，那么这个建筑师就是白做的。这是一方面。
第二方面，被很多建筑师忽略的，就是：任何一个时代都有代表这个时代最新的理解、最新的精神的时代建筑。而我们的建筑师很多情况下都在模仿。这个时代的精神是什么？这个时代最需要的是什么？我认为这个世博会有很多建筑，特别是一些国家馆，在这方面做了很好的探索。有时候，做建筑的人往往就形式谈形式、就造型谈造型、就空间谈空间，而忘了建筑的本质是什么。所以对于建筑师来讲这是非常非常重要的。
在江对面，有一个建筑曾经引起很大的争议。21世纪，浦东是世界时代发展的标志。它竟然可以在很高的、几百米的楼上把两千多以前欧洲人的古柱子一个个搬上去，一个房子放几万根柱子，都是石头刻出来的，简直是滑稽之极。有一个建筑学教授说：“这个建筑造出来，我们上海的建筑要落后1百年”，这个房子已经造出来了。这是一个气话，但是也说明，很多建筑师到底怎么理解我们自己职业的历史责任、文化责任、社会责任，我觉得这是少的。这是第二个层面。
第三个层面是艺术上。我觉得这里也有一些误区。在座的很多都是艺术家，或者多多少少跟艺术有关系。艺术，本质上我个人认为有两大类：一大类，作为人智慧的一种结晶，可以不被人们理解，也很难被人理解，但它一定是人类智慧的最高境界。它用一种形象的方法，用一种特殊的方式，去表达人类精神层面的东西、理解和追求。这是一种。
第二种，为了愉悦大众。比如说，清水先生经常做的公共艺术，放在外面给人看的。今天中国国外也有很好的艺术家，但是我自己觉得，很少看到有真的代表着人类心灵里面最深刻的思考、最美的表达的深刻的高艺术；也很难看到放在马路上能真的愉悦大家、让人感到美的大众艺术。这两样都没有。这就是问题所在了。外面的公共艺术在很多情况下都是无谓的。这时我倒愿意用Kuma(隈)刚刚用的一个词了：负艺术、反艺术！越弄越不艺术，还不如不要艺术。这是一个问题。
对于前面讲的第一种艺术是很难很难的，仅仅有艺术家的素质还不足以创造这样的东西。但是对于第二种艺术来讲，经过训练的艺术家，用他的能力是可以创造出愉悦大众的作品的。为什么要用这些？也许是受到长官制的控制、也许受到商业的、金钱的诱惑，也许是其他的什么原因，使他做出来的东西连他自己都不敢承认是自己的作品！这样的东西我希望在我们城市里越少越好。
【Shimizu（清水）】

今の話は大変アートにも示唆のあるものでしたが、都市というところでちょっとまた戻して、今日僕は隈さんのお話の中で非常に〓面白い〓と思ったのが、21世紀は緑や川が都市の軸になるんじゃないかということでした。今上海の地下に鉄道を作っているわけですが、ヨーロッパでもブダペストのように鉄道を地下に入れて表面は緑にしていくということや、パリでも地下ではないんですが新しく鉄道を作り、敷地を全部緑にしていくということもやっているようです。軸が緑にあるというのをもうちょっとお話していただけますか。

【Kuma（隈）】

実際に都市をいろいろ見てみるとき、まずリニアなエレメントというものに僕はいつも注目するんですね。例えば川だとか鉄道、道路、そういうリニアなエレメントというのは新たに引こうとするとものすごく大変なんだけれども、今すでにあるリニアなエレメントに少し手を加えるだけで都市の構造が全く違うものに変質するということがあり得るんじゃないか、そういうリニアなエレメント、19世紀、20世紀に作ったインフラというものが実は逆に大きな可能性を持って来ていると僕には見えてきているんですね。例えば東京だと高速道路というのがあって、高速道路というのは大体みんなから嫌われているわけですよね。その下にひどい陰を作るとか。でも見方を変えればあの高速道路というのは少し手を加えることで東京の都市構造を大きく変えられるかもしれない。そういうふうにして見ると、僕はこの上海なんかにもいろんな面白いリニアなエレメントがあって、そういうものにちょっと手を加える、場合によっては少し大きな手術が必要かもしれないけど、それによって街の構造が180度変わる、みたいなことができるんじゃないかと思っているんです。実はヨーロッパの都市というのはそういうことを今までやってきている。ヨーロッパの都市はほとんど城壁に囲まれていて、その城壁というものを取り去ったときにそれを新たなリングロードにしていたり、今はグリーンベルトにしたりということをやってきたわけですよね。ウィーンもそうだし、そういう面白い例がヨーロッパにはたくさんある。中国は城壁というのもあるから、そういう形で生まれ変わらせることができるかもしれないし、そういう組み換えみたいなこと、見直しみたいなことは、一種都市をアートとして〓見ていく行為に〓似てるような気がするんですが、どうでしょうか。

【Shimizu（清水）】

都市の現実というのは世界的にも大変なんだけれども、隈さんが緑を都市の中に入れていくことで…良いアートがないという話も先ほどありましたが、どうやってアートが良いアートだと思われるかというと、コミュニティが納得した良いアートであるということ、ある人にとっては良いアートで、ある人にとっては良いアートじゃないということになってくるわけですね。それはみんなにコミュニティという共通の認識ができれば良いアートが生まれてくる。良いアートというのは突然どこかから降って来るものじゃないと思うんですね。そういう中で緑というのはすごく示唆的で、緑というのは現代においてみんなが共通に認識して、ある程度みんなが共通に現代世界において積極的に求めている、そういうものなんだろうと思うんですね。ですから私も東京ミッドタウンを作ったときに、全てに緑があるわけじゃないんですが庭園というふうに考えて作ったんですね。二次的に、それは全部緑の庭園なんだと考えてそこに庭園のエレメントを置くことで、そこでまた自然と接する、太陽とか月、そういうものと接するということを考えてなんとか作ったということがありました。緑というのが、アートもそうですが都市においても何かひとつ可能性を持っているような気がしました。
　ウー・チャン先生、実際に上海はすごく緑が増えてきていると思うんですが、今のような隈さんが言っていた意味で、緑を積極的に都市中に取り込んでいく秘策というか、そういうものはあるんでしょうか？

【伍江】

刚才清水先生讲到生态绿化的问题，我非常赞同。实际上今天全球的城市发展都意识到，城市发展的同时也是我们自然生态不断消亡的过程，而这恰恰是人类生存必须要有的条件。所以我们现在开始越来越多地重视这个问题，我们上海也一样。刚才提到做的公园、绿化都很好，但是有两件事值得大家注意。一，有时我们绿化，更多是为了关注“好看”，而不是真的给这个城市带来什么。以前在其他的城市里，都在流行大草皮，人不让进去。上海这方面好得多。但是上海搞的那些好像是艺术性很强但其实很丑的那些的小花篮、小东西太多了，包括外滩的一些花盆，都很难看。其实绿化和建筑一样，应该是真实的，真的给城市的生活、生态带来正面的影响，而不是只弄一点花，越弄越丑，这样的话还不如真实。这是一方面。
二，尽管这些年上海的公共绿化有着很大的进步、人均绿地增长很多，造了很多公园。但是绿化有两个方面：一方面是从小的尺度讲，就是我们能看得见的，这些年我们的进步很大；但还有一方面，几百万人、几千万人的大城市，它的生态更多需要更大尺度的大绿化来决定。比如说叫城市周边的森林。如果大家有机会到欧洲去的话，在飞机上会看到所有的大城市周边都有很宽很宽的森林围绕。我们以前上海规划里也曾经设想过能不能上海的陆地面积有1/3左右是森林。可惜到现在还没有实现，也不知道将来能不能实现。没有这个前提条件，上海的整个大生态没法保证。所以这个是需要的。
【Shimizu（清水）】

議論は尽きないんですが、せっかく会場にたくさんおみえになっていますので、ぜひ隈さん、ウー・チャン先生に質問されたい方がいましたらどうぞ手を挙げて質問してください。

问答环节：
【男士】
I’m a writer based in Tokyo, and thank you for these interesting presentations. I have a question for Prof. Wu. If you would prescribe prescription for the healing of Shanghai, what would be the first three most important steps to start with? For me, it seems like the migrant workers are the top priority for Shanghai. The migrant workers make possible the urbanization that goes on and on at a speed that is not acceptable any more. Because they are paid very low wages, and the extra money made …
【伍江】

之所以有这么多农民工在城市里工作，但还没有对我们城市建设、对我们建筑提出很大的要求，是因为我们整个国家还处于一个快速变化当中。我们的民工还没有完全地融入城市。这一方面是因为我们的制度设计、各方面还存在问题，但还有一方面是他们自己还没有稳定下来。很少有民工说已经选择在上海定居下来。这种情况下很难提供一个真正的、城市化、市民化的服务。现在政府已经开始重视这个问题，比如说提供一些教育、社会保障。我想不久将来随着城市建设发展速度逐渐稳定下来了以后，有更多的农业人口希望在城市定居下来，这时候这些问题就会暴露出来。
要我开药方，我不敢说。但我觉得有最重要的几件事情要做：一，这个城市在规划当中，在整个城市考虑当中，在计算人口的时候，一定要把外部人口计算到上海的基数里去。比如说讲到城市服务设施、交通、讲到各式各样的设施，不能以上海有户口的人作为基数来算，这样城市不可能健康运转。这是一方面。
二，对于刚刚市民化的人来说，他的第一要求仍然是居住要求。先要住下来，再说别的。而住的问题现在我们做的还不够。现在更多的人关注的是想把房价压下来。能压得下来最好，但如果今天我们面对的上海有户口的市民，都难以回答他们能不能买得起的问题，那就更难回答那几百万民工想在上海定居下来的问题。我觉得这方面最重要的是，无论政府或者是社会机构，要提供更多的非商品化住宅。在西方非常资本主义的国家，提出这个概念叫“社会住宅”，我们缺的就是这个，要大力发展。这些房是不买卖的，不以市场价格来计算价值的，但又为无房可住的人提供最基本的生活住所。当然不要太大、不要太奢侈。这是第二方面。
三，我认为最重要的就是这个城市应该提供更多的文化、教育、卫生服务设施。现在大家去医院里看病，会发现排队的人挤破头，家长为了给孩子找一个好学校不知要动多少脑筋，这充分说明我们的教育资源、卫生资源是不够的。这种不够，是以我们上海现在现有人口为基数的，再加上几百万外来人口，就更不够了。所以我认为，应该加大这方面的投入。
【女士】

Atrium in the National Building Museum in Washington DC in the United States. I was just wondering what the content of that small image is. Just a small thing.
【Kuma(隈)】

よく分かりましたね。多分３秒くらいしか見せなかったと思うんだけど、あれでワシントンの中庭だって分かったのは、よほどワシントンに詳しい方ですね。あれはワシントンの●ミュージアムというところの中庭に作った茶室なんです。この３階に展示してあるのもそうなんですが、僕は今までのコンクリートに代表されるような重たい建築ではなくて、もっと軽くて人間の洋服に近いみたいな建築をこれから考えていけないかと思っているんですね。そのためにいろんな新しい材料の実験をしているんですが、スーパーオーガンザという世界で一番軽い布があるんです。オーガンザというのはすごく軽い布なんですが、それの10分の１しか重さがない世界で一番軽い布を見つけてきて、それと空気の風船を組み合わせて作る、浮いてる茶室なんです。床は浮いてないんだけれどもその上に乗っているものは浮いてるんですね。僕のトランクの中に全部建築を入れて、東京からワシントンまで運んで行った茶室で、そういう、本当に人間の洋服に近い形で建築を持ち運べるというものの実験だったんです。だからこれからもそういう実験をどんどんしていきたいと思っています。

【男士】

在下有一个问题想请问一下隈研吾先生，从上世纪80、90年代到现在随着经济和认识的不断变化，我觉得从隈研吾提出的负建筑角度来讲，日本的建筑，包括隈研吾先生自己的建筑，实际上也经历了一个从正到负，最后到由败求胜这种境界。今天作为全世界的先锋建筑师实验厂的中国大地、大都市，以及正在进行疯狂都市化的中小城市，出现了很多正而失败的建筑——所谓地标性的建筑。日本有什么经验是我们可以借鉴的，隈研吾先生自己有哪些经验是我们可以吸取的？希望隈研吾先生从负建筑、从人与空间、自然的关系的角度，给中国、给上海的城市建设提些建议。谢谢！
【Kuma（隈）】

日本は1980年代のおしまいにいわゆるバブル経済という時代があって、そのときに海外の建築家、デザイナーがいっぱい日本に来たんですね。彼らは大体ブランドみたいなものだから、○○ふうの建築、○○ふうの建築といって海外でやっているような建築のスタイルを東京に持って来ただけだったんですが、それはやっぱりすぐ飽きちゃうんですよ。一瞬見たときはすごくビックリするんだけど、すぐ飽きちゃう。それはやはり、建てる場所と関係なく自分のスタイルをただそこに押し付けているだけの建築なので、そういうのは飽きちゃうんですね。そのとき、まだ20代だった僕が感じたのは、やはりそれぞれの場所というものをもっと尊敬して作らないと建築というのはすぐに飽きちゃうものだな、と。そこからマイナス建築ということを考え出したんです。だから今僕が中国で建築を作るときも、やはりそれぞれの場所というものをよく研究して、場所というものをちゃんと尊敬して、その場所の人と一緒に建築を作る。できればその場所の材料とか、その場所の職人の人と一緒に作るということをやっていかないと、すぐそういう建築は飽きちゃって古く見えるものになるんじゃないかと考えたんです。日本がバブルの時代、1980年代に経験したことから僕はいろんなことを学んだわけです。

【Shimizu（清水）】

他に質問はどうでしょうか。最後のひとつにしたいと思うんですけれども。

【女士】

我有一个问题想问隈研吾先生。之前您在一个采访中曾经提到过建筑与环境的问题。您说道：日本的传统建筑与中国的传统建筑有一个不一样的地方，就是日本的传统建筑非常照顾环境与其他因素的关系，而中国的传统建筑很多是与之对立的。我想知道您是怎样得出这样的结论的，谢谢。

【Kuma（隈）】

僕は、日本の伝統的建築がこうだ、中国の伝統的建築がこうだと一概に、まとめて見れるほどに伝統って単純じゃないと思うんです。それぞれの時代で、中国でも漢の時代や唐の時代で建築の作り方は違うし、それぞれの都市でもまた違う。日本みたいな小さな国でも、伝統って実は時代によってすごく変わっているんです。そういうふうに多様なものですから、そしてそれぞれの中で現代は学べる知恵がたくさんあると思うんですね。そういうふうにひとまとめに、過去はどうだ、現代はどうだというのではなく、もっとそれぞれの時代、それぞれの場所に近寄って行って歴史を学んでいかなきゃいけないと思うし、そうすると歴史というものはものすごく面白くて、実は僕はこんなふう10年間、月に２回くらいに中国に来て、中国の建築や庭をたくさん学んでものすごく発見がたくさんありました。毎回発見があるんですね。そういうふうに歴史に対して謙虚になるということがこれからは絶対必要なことだと思いますね。

Shimizu（清水）：ありがとうございました。まだたくさん質問をされたいと思いますけれども、この後５時から３回のほうで展覧会の●ますので、また皆さんそちらのほうに移動して、隈さん、ウー・チャンさんのほうに質問等していただきたいと思います。今日のタイトルが未来の都市と建築を展望するということで、今21世紀の初めにあって、正直言うと未来ってどうなんだろうというのが実は見えてきていないわけです。そんなにすぐに見えるものではないと思うんですが、20世紀を振り返って見れば、20世紀というのもすぐに20世紀になったわけではなくて、最初の10年20年をかけて20世紀というものが段々形を現してきた、目に見えるものになってきたと思います。私は今がその時期だと思うんですね。全て今は予感の時期だと思います。私は今日の隈さんとウー・チャンさんの話の中で、そういう予感がだんだんしてきているし、会場の皆さんもそういう予感を共有していただけたのではないかというふうに思っております。今日これで結論が出るというわけではないですけれども、やはり上海という場所がそういう予感を許してくれる街であるというふうに思います。今日は隈さん、ウー・チャンさん、どうもありがとうございました。そしてまたこのスイトウコウをマネジされた●の●さん、どうもありがとうございました。そしてもう一度、今日この会は住生活グループ、トステム、イナックス、アメリカンスタンダード、●とか●の協賛で実現できました。また深くここでお礼申し上げます、ありがとうございました。皆さん、今日はどうもお忙しいところありがとうございました。

【主持人】

谢谢三位来宾的精彩发言！我们也准备了一个小小的纪念品送给他们。
【睢天舒】

更加感谢各位三言舍忠实的听众和来宾的积极参与。在我们憧憬和展望未来城市建筑同时，更加呼唤对生命的尊重和对人文的关怀。正是秉承这个信念，5月9日世博会生命阳光馆开幕前夜，我们协同中国残疾人扶贫基金会举办了“生命阳光—外滩三号”的慈善晚宴，当晚我们共募得了募资和善款7300万元人民币，用以支持残疾人参加世博会、用以资助“阳光行动”（这是一个为帮助因白内障致残的患者恢复视力的手术项目）。
今天虽然这个晚宴结束了，但是这个慈善工程还在进行当中，并会贯穿整个世博会。每一千元人民币将会帮助中国一个贫困因白内障失明的患者实行手术。您的千元善举将会帮助到他，及他的家人，为他带来阳光、生命和尊严。邓朴方会长曾说：不是大家不人道，只是大家不知道。我跟外滩三号的全体同事们，为能够让更多的朋友们知道可以做这件事情，感到非常地欣慰和自豪。在今天活动的签到处，您可以用1千元人民币可以购买一个我们为您精心制作的爱心项链，这样就可以帮助到一名患者施行手术、恢复视力，我们期待您的支持和参与。谢谢大家！下面我们将播放一个两方中的短片关于中国白内障患者的短片，希望大家能够留下观看。谢谢！
【主持人】

感谢各位来宾参与今天我们的活动，也感谢各位演讲人带来的精采的“三言舍”。今天在沪申画廊将迎来一场“超空间 IN BETWEEN”艺术展的开幕仪式，这个艺术展将战出隈研吾、仓俁史朗和阿尼什·卡普尔三位大师所创作的艺术展品，欢迎大家在活动结束以后移步参观。另外，在2010年上海世博会期间，外滩三号还将举行一系列精彩纷呈的“三言舍”。6月23日将迎来另一场“三言舍”，座上嘉宾是美国麻省理工学院的校长苏珊·霍克菲尔德（Susan Hockfield）女士。欢迎大家光临！
今天的活动到此结束。谢谢！
（结束）
